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リニアは夢の乗り物か？

リニア相模原連絡会 ブログ： ttps://linearsagamihara.hatenablog.com/
ツイッター： https://twitter.com/tV8aD60PIgYXFFE

９月 7日（土）、津久井中央公民館会議室で、『学習会「これから起こる津久井の残土問題‐県

民の水源を守るために」』が行われました。当日は約５０人が参加しました。

最初にリニア連絡会より、藤野トンネル区間の非常口変更と残土処分問題でのこの間の取り

組みについての報告がありました。

◇横浜市は異例のスピード対応

２００万㎥もの残土を採石業者に丸投げすＪＲ東海の無責任な姿勢や残土の集落や道志川へ

の流出の危険、この問題で、ＪＲ東海はもとより、相模原市にも、管理監督の徹底を求める要

望書を提出し、現場パトロール強化を表明した横浜市の異例の対応等が指摘されました。次に

田所健太郎相模原市議より議会質問の中で明らかになった、この問題での課題や問題点につい

て報告がありました。

◇JR東海の隠蔽体質

神奈川県駅、長竹、新戸、大洞非常口と軒並み位置が変更される計画の杜撰さ、全量を処分

すると発表した大洞非常口の残土は、許認可権者の相模原市にはまだ具体的な相談がされてい

ないという無責任さ、用地買収を協力している相模原市にも十分な情報を出さないＪＲ東海の

隠蔽体質とそれを容認している相模原市の不甲斐ない態度等が指摘されました。

◇津久井で再び残土問題が

報告の後は質疑と意見交換が行われました。 牧野から参加した人達からは、牧野各地での

残土反対運動の経験が報告され、串川の参加者からは、志田峠に農場計画の名目で１００万㎥

もの残土の埋め立てが計画されており、ここに長竹非常口の残土が持ち込まれることを懸念す

る旨の報告がありました。

長年、残土で苦しんできた

津久井地域で、リニア工事の

進捗に伴い、各地で残土処分

の問題が噴出してきている

ことを改めて確認しあう学習

会となりました。 （河内）

－ 神奈川県民の水源は大丈夫か －
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ストップ・リニア！訴訟 次回口頭弁論の予定

10 月 11 日（金）１４：３０～ 東京地裁１０３号法廷





「車両基地の旅客線化」という幻想

◇JR 東海はきっぱりと否定

神奈川新聞によると、黒岩祐治知事は今年 6月、リニア新幹線計画を巡り、鳥屋地区に建設予定

の車両基地への回送線の旅客線化を目指すことを明らかにし、「JR 東海の意見も聞きながら、相

模原市と連携して取り組んでいく」と述べたといいます。車両基地を活用した地域振興策とし

て、過去にも橋本・鳥屋間の営業運行を求める声はありましたが、その可能性についてJR 東海は

きっぱりと否定しています。いまさら話を蒸し返して、黒岩知事には相手の考えをくつがえす秘

策でもあるのでしょうか。

リニア計画が発表された当初、JR東海は中間駅建設の地元負担を求めていましたが、沿線自治

体の反発により自社負担に変更した経緯があります。建設費用の節減を図りたいJR 側にとって、

これは地元の協力を得るための妥協措置です。単独事業として「リニアはペイしない」ことを認

める経営陣が、赤字を拡大させるだけの要求を新たに受け入れるとは到底思えません。

また、昼間の時間帯に回送線へのポイント切り替えを繰り返すことは、品川・名古屋間の本線営

業の妨げとなり、自動運転でのダイヤが複雑化すれば安全性へのリスクも高まります。JR 東海に

とってはマイナス要因でしかないのです。黒岩知事も、同じく「回送線の旅客線化」を主張する

本村賢太郎市長も、JR東海とまともに意見交換できると考えているなら、リニア計画に対する認

識が甘すぎるというしかありません。

◇実現不可能な地域振興策に期待をいだかせるべきではない

リニア建設に際して用地取得事務の一部を受託し施設周辺の環境整備を担当する県や市が、実

現不可能な地域振興策で住民に期待をいだかせるとすれば、それは相当に罪深い行為です。沿線

住民をリニア建設に協力するように仕向けておいて、結果として期待が裏切られるのであれば、

利するのはJR 東海だけです。行政サービスとはだれのためのものか、どちらの方向を向いて行う

べきかを、リニア工事が本格化する前に改めて確認しておく必要があります。（篭島）

黒岩知事の無責任な発言が地元に混乱を招く

鳥屋トラスト地の測量を拒否！！

８月２７日付けの消印で、「中央新幹線
（リニア）建設に係る測量調査ご協力のお

願い」の通知が、鳥屋のトラスト地の地権
者メンバー１１名に届きました。昨年秋に

次いで２度目の通知です。今回は、「協力す
る場合は承諾書を返信」との内容でしたの

で、１１名全員が無視を決め込んで、協力
拒否の姿勢を示しました。

「現代ビジネス」でリニア実験線の乗り心地の悪さを解説した記事が出ました

夢のリニア中央新幹線、乗ってみてわかった「実現への不安」
川辺謙一さん（交通技術ライター）がリニア山梨実験線に試乗して、その振動、騒音を在

来型新幹線や航空機と比較して「営業運転に耐えうるものとは思えない」と批判しています。

「もし車輪が接地する瞬間に通路やデッキに立っている人がいたり、トイレに人がいたら、

不安定な姿勢のまま大きな衝撃を受け、転倒する恐れがある。」と指摘しています。

詳しくは下記より。

https://gendai.ismedia.jp/articles/-/67080

鳥屋車両基地の予想図（ＪＲ東海資料より）



「津久井農場計画」は大規模残土処分場になる？

－準備書説明会に参加して－

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kankyo/1008247/1008
249.html
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